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発行■特定非営利活動法人鎌倉市市民活動センター運営会議（認定法人）[鎌倉市市民活動センター指定管理者] 

TEL0467-60-4555 FAX0467-61-3928 ■E-mail:npo@chive.ocn.ne.jp ■http:// npo-kama.sakura.ne.jp/uk/ 

■鎌倉市市民活動センター運営会議（以下、運営会議）は、 

市民活動団体支援を目的とするＮＰＯ中間支援組織です 

■運営会議は、鎌倉市 NPOセンター（鎌倉・大船）２館の指定管理者です 

■鎌倉における市民活動の活性化と自立を支援し、共に豊かな地域社会をめざします 

 
 

第
20
回
か
ま
く
ら
市
民
活
動
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
終
え
て 

  

今
年
の
夏
は
極
暑
、
台
風
、
豪
雨
と
大
変
な
年
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
鎌
倉
は
過
ご
し
や
す
い
季
節
と
な
り
ま
す
が

季
節
の
変
わ
り
目
で
す
の
で
ど
う
か
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。 

 

先
日
、
第
20
回
か
ま
く
ら
市
民
活
動
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
参
加
団
体
は
63
団
体
、
来

場
者
は
約
１
３
０
０
人
、
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
延
べ
50
人
と
な
り
ま
し
た
。
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
20
周
年
記
念

事
業
の
一
つ
と
し
て
成
功
裡
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
回
、
20
回
目
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
「地
元
で
は
じ
め
る
仲
間
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
、
一
般
市
民

の
方
に
市
民
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
狙
い
と
し
て
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
委
員
会
に
よ
り
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
映

画
の
上
映
＋
対
談
、
高
校
生
の
演
奏
会
、
か
ま
く
ら
フ
ァ
ン
ド
報
告
会
、
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
の
発
表
会
、
市

の
未
病
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
骨
密
度
測
定
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
し
た
。
内
心
ど
の
程

度
映
画
の
入
場
券
が
売
れ
る
か
、
多
く
の
来
場
者
の
方
々
に
来
て
い
た
だ
け
る
か
不
安
で
し
た
が
、
蓋
を
開
け
て

み
れ
ば
杞
憂
に
終
わ
り
、
安
堵
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

こ
れ
は
ひ
と
え
に
事
前
の
準
備
、
企
画
に
携
わ
っ
た
運
営
会
議
・
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
、
当
日
、
会
場
の
設

営
や
片
付
け
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、
ま
た
、
地
域
の
つ
な
が
り
課
の
方
々
や
参
加
い
た
だ
い
た
団
体
、
高
校
関

係
者
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
高
校
生
、
対
談
い
た
だ
い
た
渡
辺
智
史
氏
（
映
画
監
督
）
、
枝
廣
淳
子
氏
（環
境
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
）な
ど
、
大
変
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
、
皆
さ
ま
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
回
は
、
皆
さ
ま
の
熱
い
思
い
、
団
結
力
、
企
画･
実
行
力
を
肌
で
感
じ
る
と
共
に
、
寄
附
集
め
を
通
じ
て
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー
、
運
営
会
議
の
認
知
度
の
低
さ
も
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
と
一
緒
に
力
を
合

わ
せ
、
運
営
会
議
が
20
周
年
を
機
に
ま
す
ま
す
発
展
し
て
ま
い
り
ま
す
よ
う
祈
念
し
て
や
み
ま
せ
ん
。 

 

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
20
周
年
記
念
事
業
委
員
会
は
昨
年
７
月
か
ら
毎
月
一
回
打
合
せ
を
開
催
し
、
ほ
と
ん
ど

欠
席
者
も
な
く
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
特
別
フ
ァ
ン
ドﾞ

、
記
念
誌
、
交
流
会
に
つ
い
て
忌
憚
の
な
い
意
見
交
換
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
し
た
。
20
周
年
記
念
事
業
へ
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
引
き
続
き
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
20
周
年
記
念
事
業
委
員
会 
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委
員
長 

淺
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寄
附
と
認
定
N

P

O
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神
奈
川
県
政
策
局
よ
り
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と 

し
て
の
審
査
を
受
け
て
お
り
ま
し
た
が
、

平
成
35
年
6
月
24
日
ま
で
認
定
の
有
効

期
間
が
更
新
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

5
年
前
、
当
法
人
は
市
民
活
動
団
体
を

支
援
す
る
中
間
支
援
組
織
と
し
て
、
神
奈

川
県
内
で
初
め
て
認
定
を
受
け
ま
し
た
。 

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
な
る
メ
リ
ッ
ト
は
、

個
人
が
そ
の
法
人
に
寄
付
し
た
場
合
、
所

得
税
か
ら
控
除
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
で
す
。 

 

当
時
県
内
に
6
団
体
で
あ
っ
た
認
定

法
人
は
、
現
在
一
一
〇
団
体
に
増
え
て
い

ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
団
体
の
活
動
目

的
は
明
確
で
す
。
一
方
、
市
民
活
動
団
体

を
支
援
す
る
中
間
支
援
組
織
の
目
的
は
多

岐
に
わ
た
り
、
そ
の
意
味
で
寄
附
を
集
め

る
こ
と
は
大
変
難
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
、
17
年
も
継
続
し
て
い
る
「
か

ま
く
ら
フ
ァ
ン
ド
」
の
よ
う
に
市
民
活
動

団
体
の
活
動
支
援
の
中
で
目
的
を
明
確
に

し
て
、
市
民
の
方
々
か
ら
熱
き
ご
寄
附
を

い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
寄

附
へ
の
目
的
を
明
確
に
し
た
事
業
を
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

                      

      

                       

                             

認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
と
し
て
の 

認
定
有
効
期
間
が
更
新
さ
れ
ま
し
た 

  

 

 

 

先般、豪雨により西日本の一部地域に甚大な被害がもたらされました。豪雨で亡くなられた方、 

被災された皆さまに心よりお悔やみとお見舞いを申し上げます。この災害に際し、鎌倉市市民活動 

センター運営会議では、利用登録団体の皆様に募金をお願いし、以下の 2団体に支援金を届けること 

ができました。ご協力ありがとうございました。 

 

１．支援金額 100,000 円 

支援先  特定非営利活動法人 アムダ (AMDA) 

  支援内容 岡山県総社市の被災者に対する医療・衛生活動支援 

  寄附者  特定非営利活動法人 鎌倉市市民活動センター運営会議 

２．支援金額 169,081 円 

  支援先  特定非営利活動法人 岡山NPO センター 

    支援内容 岡山県内で被災したNPO 法人の事務所・事業所の復旧経費の支援 

寄附者  淺利篤様、渡邊奉勝様、佐藤千津様、大屋進様、タウンサポート鎌倉今泉台様、 

       鎌倉市太極拳協会様、ぐるぅぷ未来様、 鎌倉国宝館友の会様、佐藤峻輔様、 

       ピースロード鎌倉様、鎌倉ガイド協会様、かながわ健生クラブ様、 

        手づくり甲冑とんぼの会様、橋爪幸臣様 

   

 

 

西日本豪雨災害に際し被災地を支援しました 

 

認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
制
度 

    (

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
制
度)

と
は 

 
 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ
の
寄
附
を
促
す
こ
と
に
よ

り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め

に
税
制
上
の
優
遇
措
置
と
し
て
設
け
ら
れ
た

制
度
で
す
。 

 

以
前
は
国
税
庁
長
官
が
認
定
を
行
う
制
度

で
し
た
が
、
平
成
23
年
法
改
正
に
よ
り
平
成

24
年
４
月
１
日
か
ら
所
轄
庁
が
認
定
を
行

う
新
た
な
認
定
制
度
と
し
て
創
設
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
同
時
に
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援

の
た
め
、
設
立
後
5
年
以
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

を
対
象
と
す
る
、
仮
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
制
度

も
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
平
成
28
年
法

改
正
に
よ
り
、
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
、

仮
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
特
例
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
と
い
う
名
称
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。 

  
 

（
内
閣
府
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
） 

https://www.npo-homepage.go.jp/about/npo-kisochishiki/ninteiseido#zei-yuuguu
https://www.npo-homepage.go.jp/about/npo-kisochishiki/ninteiseido#karinintei-npo
https://www.npo-homepage.go.jp/about/npo-kisochishiki/ninteiseido#karinintei-npo


 

 

    

『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
か
ま
く
ら
フ
ァ
ン
ド
』

は
、
活
動
資
金
の
調
達
が
難
し
い
市
民
活

動
団
体
に
対
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
に

寄
せ
ら
れ
た
寄
附
金
で
資
金
助
成
を
す
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。「
市
民
が
市
民
を
支
え
る

土
壌
」
を
培
う
環
境
を
つ
く
り
あ
げ
る
目

的
で
、
２
０
０
１
年
１
月
に
創
設
さ
れ
ま

し
た
。 

助
成
の
選
定
は
公
開
審
査
で
行
う
こ
と

と
し
、
同
年
５
月
に
「
第
１
回
公
開
審
査

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
中
で
開
催
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
２
０
０
６
年
以
降
は
11
月
3
日
に

定
め
実
施
し
て
い
ま
す
。 

昨
年
ま
で
の
17
回
の
審
査
会
で
延
べ

８０
団
体
に
約
４
０
０
万
円
の
助
成
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

２
０
１
８
年
８
月
２６
日
の
「
か
ま
く
ら

市
民
活
動
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
、
昨
年

助
成
を
受
け
た
６
団
体
の
活
動
成
果
報
告

会
を
開
催
い
た
し
ま
と
こ
ろ
、
４０
名
を
超

え
る
方
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

   

    

ま
た
、
会
場
に
設
け
た
「
相
談
コ
ー
ナ

ー
」、
や
、
鎌
倉
セ
ン
タ
ー
へ
の
、
本
年
の

応
募
に
向
け
て
の
相
談
が
数
多
く
あ
り
、

あ
ら
た
め
て
、「
か
ま
く
ら
フ
ァ
ン
ド
」
へ

の
関
心
の
深
さ
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。 

 

本
年
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
設
立
２０
周

年
事
業
の
一
環
と
し
て
、
助
成
金
の
総
額

も
増
額
し
、
１
０
０
万
円
と
い
た
し
ま
し

た
。 

 
 

記
念
事
業
の
テ
ー
マ
『
和
を
つ
な
ぐ
。

輪
を
ひ
ろ
げ
る
。』
に
沿
っ
て
、
助
成
対
象

を
従
来
よ
り
広
げ
て
、
単
一
団
体
の
活
動

に
加
え
、
団
体
同
志
の
共
同
事
業
ま
た
は

事
業
目
的
の
こ
と
な
る
団
体
の
連
携
事
業

を
応
募
の
対
象
に
い
た
し
ま
し
た
。 

昨
年
来
、
増
え
て
き
た
団
体
の
つ
な
が

り
が
さ
ら
に
ひ
ろ
が
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。 

 

 
 

 

    

「
公
開
審
査
会
」
は
、
例
年
通
り
１１
月
３

日
に
開
催
い
た
し
ま
す
。
応
募
の
申
請
は

9
月
29
日
ま
で
で
す
。（
応
募
の
手
引
き
、

申
請
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
） 

                     

 

毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
「
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
に
は
、
フ
ァ
ン
ド
部
会
に
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
品
物
を
バ
ザ
ー
に
て
展
示
販
売

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

今
年
も
皆
様
か
ら
善
意
の
お
気
持
ち
は
、

7
万
円
を
超
え
る
寄
附
金
と
な
り
ま
し

た
。
か
ま
く
ら
フ
ァ
ン
ド
の
助
成
金
に
充

当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
心
か
ら
の
感

謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す 

 
 
 
 
 
 
 

【
フ
ァ
ン
ド
部
会
一
同
】 

                 

  

 
 

 

『玉手箱』にご協力を！  
 

 

ファンド部会では、市民活動の活性化のため大船センターに 

『玉手箱』を設置し市民活動団体の運営資金支援を図っています。 

『玉手箱』に寄せられた資金は、『かまくらファンド』の資金源 

です。 

 

 

   ●いつの間に関心がなくなって片隅に置き忘れてしまっている。 

●誰か他の人ならもっと大事に使ってくれるかもしれない。 

 ●価値のある品物だけれど欲しい方に差し上げても良い。 

 

 
 

 

 

●『かまくらファンド』は、ファンド部会が自主事業として、 

 社会貢献的な市民活動団体に支出している助成金の資金源 

です。 

   ●『玉手箱』の中の宝物の価値を認めて、求めたいという方 

    は、ご自由お持ち帰りいただけます。 

   ●新しく『玉手箱の宝物』を手にした人が、この募金箱に対し 

    て何がしのご寄付をしていただけることを私たちは期待して 

います。 

あなたは、眠っている宝物をお持ちではありませんか？ 

 

あなたの逸品を『玉手箱』にご寄付いただけませんか？ 

「
か
ま
く
ら
フ
ァ
ン
ド
」
公
開
審
査
会
は
11
月
3
日
（
土
・
祝
）
た
ま
な
わ
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催 



 

 

                               

               

 

月 指定管理事業 自主事業 

10 月 第 2 回利用登録団体懇話会(10/20)  

11 月  ｢NPO支援かまくらファンド｣公開審査（11/3） 

12 月 鎌倉パートナーズ発行 第 89 号 
20 周年記念交流会（12/1） 

運営会議たより発行 第 36 号 

1 月 第 3 回利用登録団体懇話会（1/26）  

2 月  第 2 回全員会議（2/23）  

3 月 鎌倉パートナーズ発行 第 90 号 運営会議たより発行 第 37 号 

平成 30年度主要スケジュール 

鎌倉市市民活動センター運営会議は「認定NPO法人」格を取得しています 

“あなたのご寄附が、鎌倉の街を元気にします” 

ご寄附いただいた場合、「寄附金控除」制度が適用され、確定申告で税金の還付が受けられます 

お問合せは NPO センター鎌倉まで！！ 

 

 

 

 

 

２ ０ 周 年 記 念 事 業 

 

 
運営会議は会員によって支えられています。入会随時で
す。 
 
〈会費〉 
正 会 員  
個人正会員 2,000円   
団体正会員 3,000円 

賛助会員  
個人1,000円、2口以上 
団体1,000円、３口以上 

  
 

 
 

 

会 員 募 集 

 正会員数    79名 
 団体正会員数    9団体 
 賛助会員数   27名 
賛助団体数  １９５団体 

 （９月１日現在） 

 

 

 

 市民活動にご関係の皆さま方

の交流・親睦を深めるため「交

流会」を開催いたします。是非

ご参加下さい。 

 

◎開催日時：12月 1日(土) 

           17時～19時 

◎会  場：鎌倉パークホテル 

◎会  費：2,000円 

◎記念誌配布 

 

       

               

 20 周年記念事業の一環と

して、記念誌を発行します。 

[主な内容] 

１．フェスティバル報告 

２．団体活動紹介 

３．近隣 NPO、市役所から 

  の応援メッセージ 

４．市民活動は脳に効く（仮） 

５．勇気をくれる珠玉の言葉

６．センターと部会活動紹介 

   記念誌発行 

 

交流会開催 
フェスティバル 

 8 月 25 日（土）・26 日（日）、  

鎌倉生涯学習センターで開催

しました。 映画「おだやかな

革命」とそれに続く、映画を製

作した渡辺智史氏と映画にも

出演されている枝廣淳子氏（幸

せ経済研究社会所長）との対談

は好評でした。 

 

 
かまくらファンド 

 詳細は本誌 3 ページにて 


